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1．はじめに

バレーボールVリーグは、日本リーグ（全日本バレーボール選抜男女リー

グ）を前身とする日本におけるバレーボールトップリーグであり、 1部に相

当するV・プレミアリーグとその下部にあたるV・チャレンジリーグの 2部

リーグ構造で、毎年冬季シーズンを中心に白熱したゲームが展開されている。

シーズンにより詳細なリーグ方式は異なるが、V・プレミアには現在男女 8

チーム、V・チャレンジにおいては男子11チーム、女子12チームの社員構成

で各リーグが運営されている。前身の日本リーグは1967年、東京オリンピッ

クの 3年後にスタートした。それまで、日本におけるバレーボール競技の大

会は数日間の短期集中開催であったが、バレーボールの普及と人気の向上、

全日本代表チームの強化、独自の活動で収益をあげることなどを目的に長期

的なリーグ開催へその形も変容してきた。1967年の第 1回大会では男女合わ

せて12の企業チームが参加したが、その後も企業チームを中心としてリーグ

を開催し、今日まで日本のバレーボールをけん引してきた存在といえる。ま

た、これまでに多くの代表選手を日本リーグ（現Vリーグ）から輩出し、

日本のトップリーグとしての役割を担ってきた。

2010/11シーズン男女合わせて39チームがリーグ参戦したが、かつての参

加チーム形態も今日では変容を見せつつあり、企業チームだけで構成されて

いたリーグも様々な形態のチームの参加によりその姿も変わりつつある。こ

のシーズン、企業チームが31チームを占める中、クラブ型の形態を持つチー

ムが 8チーム参戦し、新たなチームスタイルの構築に臨みながら企業チーム

との共存の可能性に取り組んでいることが見受けられる。企業が「所有」か

ら「支援」へ、とスポーツとの関わり方を変えていく中、相次いで発生した

運動部の休・廃部の受け皿として新たにチームのクラブ化が試みられている。

また、資金的援助を一企業に依存しないチーム運営を目指し、地域に主眼を

置いたクラブもバレーボール界にも発足し始め、様々な取り組みがなされて
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いる。松田（2002）によると、一企業によって所有されてきたバレーボール

チームも、近年までにクラブ化の試みが見え始め、それらは地域密着を念頭

にチームの運営に取り組まれていること、いまだ全体の 7割は企業スポーツ

と呼べるが他は企業から脱却し、各クラブの事情にあった運営形態が取られ

ていることを指摘しており、それらの経営形態も5つに分類している。この

ように、様々な運営形態のチームが混在しているバレーボールVリーグで

あるが、特にこのクラブ型チームの今後の可能性は大いに注目するところで

ありその成功は期待される。そして、このクラブ型チームのリーグ参入は、

上部のV・プレミアよりその下部にあたるV・チャレンジの方に多く見受け

られる。本研究においては、V・チャレンジにおいて現在活動しているクラ

ブ型チームを対象に現行の活動と課題を把握し、各クラブ型チームが目指す

べき方向性と共通する課題等を明らかにすることによって、今後のバレー

ボールにおけるクラブ型チームの可能性を検討することを目的とした。

2．研究方法
2 － 1 ．インタビュー調査

各チームの現状と課題、また今後のチーム運営の展望などについて各チー

ム事情に精通している理事、代表などのフロントスタッフにインタビュー調

査を行った。またインタビュー調査は半構造化インタビューとした。質問項

目は以下の内容とした。

1）チーム設立背景 

2 ）チーム資源 

3 ）チーム年間予算 

4 ）チームの地域活動 

5 ）チームの課題 

6 ）ホームゲームの現状と課題など
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2 － 2 ．インタビュー対象

本研究のインタビュー調査対象は、バレーボールV・チャレンジリーグに

所属する以下 6チームとした。なお、本調査ではV・プレミアリーグ所属の

チームは、V・チャレンジリーグ所属チームとはVリーグ機構からのリーグ

遠征費補助など待遇が大きく異なるため対象から除外した。

1）東京ヴェルディバレーボールチーム（男子：東京都）

2）阪神デルフィーノ（男子：兵庫県）

3）四国 Eighty8Queen（女子：香川県）

4）近畿クラブスフィーダ（男子：大阪府）

5）つくばユナイテッド Sun GAIA（男子：茨城県）

6）KUROBEアクアフェアリーズ（女子：富山県）

2－ 3．分析方法

各チームに対するインタビュー調査及びヒアリングによって得られた結果

は、佐藤（2008）が『質的データ分析法 理論・方法・実践』で解説してい

る質的データ分析法を用いて分析を行った。

3．結果

本調査で対象とした 6チームを経営資源などをもとにタイプ分けを行う

と、以下のような 3分類に区分けすることができる。

〈クラブ型〉

選手、活動拠点などのチーム資源において比較的不安定なタイプであると

いえる。これらはチーム先行型といえ、組織自体の成り立ちとして、チーム

そのものからスタートし、環境を整えていくのがこのクラブ型であるといえ



バレーボールにおけるクラブ型チームの現状　35

る。主に選手は外部からの紹介やトライアウトを経て獲得、入団することが

多い。活動拠点などにおいて不安定なことも特徴といえる。

〈大学型〉

既存の大学と連携し、大学資源を活用するチームが存在する。大学におけ

る人的、環境資源を活用してチーム強化、運営を行う。大学の研究モデル事

業としてのチーム結成や大学関係者が発起人になっていることが特徴であ

る。

〈協会・行政型〉

各都道府県協会、もしくは各市区町村が中心となってチームの運営を主に

支援しているチーム。行政からの強化費、活動拠点などの支援を受けやすい

ことが特徴である。V・プレミアリーグでは女子の岡山シーガルズやVリー

グ機構所属以外にも京都府バレーボール協会所属の京都雅レディースなどが

活動実績をあげている。

3－1．各チームの設立背景と現状
1）東京ヴェルディバレーボールチーム（男子：東京都）

〈設立背景〉

東京ヴェルディバレーボールチームは、それまでの東京教員クラブを前身

として2001年に結成された。前身の東京教員クラブは東京都内の教員を構成

員として活動していたチームで「全国教員選手権」、「国民体育大会」、「全国

クラブカップ選手権大会」などの全国大会に出場、また、過去において幾度

も全国制覇を成し遂げる活躍をし「天皇杯・皇后杯黒鷲旗全日本選手権」へ

の出場も果たしている。実業団以外のチームとしてはトップレベルにあった

といえるだろう。

しかし、1990年代以降、少子化が顕著になり始め、教員採用数が大幅に減

少した。チームへの新規加入メンバーの期待も並行して年々弱体化していっ
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た。さらには教員チームとして目標としていた「全国教員選手権」などの廃

止に伴いチームを教員のみで構成する必要がなくなった。時を同じくして、

Vリーグ機構においてチーム登録に関する規制緩和が打ち出される。これま

で「同一会社員構成」もしくは「同一事業所に属するメンバー」とされてき

たが、これにより「職業を必ずしも同一としない企業体、官公署又は学校等

に勤務する者及びこれに関係するものの集団」とチーム登録規定が変更され

た。さらに「J リーグ百年構想」における総合型地域スポーツクラブ構想を

模索していた当時の㈱日本テレビフットボールクラブ（現東京ヴェルディ

1969フットボールクラブ株式会社）のカテゴリーにバレーボールチームを発

足させるという構想が浮上した。前身の東京教員クラブの選手や活動場所の

不足、Vリーグ機構のチーム登録に関する規制緩和、そこに「Jリーグ百年

構想」の三者が揃い、東京ヴェルディバレーボールチームが結成された。現

在では構成員は教員、会社員、大学生など職業や身分が実に多様な面々で構

成されている。

〈現状と課題〉

設立以降、2001年に地域リーグに参戦し、翌年の2002年にはV1リーグ（現

在のV・チャレンジリーグ）へと昇格を果たした。その後、2003年にはV1リー

グ準優勝とし、Vリーグ（現在のV・プレミアリーグ）との入れ替え戦（V・

チャレンジマッチ）まで進むが敗退した。最短 1年でのトップリーグ昇格は

果たせなかったもののその後もシーズン毎に準優勝、 3位などの好成績を収

める。しかし、2007/08シーズンを皮切りに競技成績が 4位、 5位など中位

に甘んじることが多くなり、チームの目標とするチャレンジマッチへと進め

なくなってきている。この大きな原因としては運営資金の不足、そして選手

確保が困難になりつつあることがあげられた。全盛期のチームには、外国人

選手を含め3名のプロ契約選手が在籍するなど資金面での充実があった。チー

ムで必要とされる消耗品などはチームで賄われ、また通常の練習に対しても

交通費が支払われる選手がいたことなど資金面でのサポートも充実してい
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た。しかし、現在ではそれまでの大口スポンサーが撤退し全体的な運営資金

は低調傾向にある。運営スタッフの営業努力により一定の資金は確保してい

るものの、強化面において他の企業チームから遅れをとっていることは否め

ない。それに付随して競技力、すなわち選手確保が困難になっていることが

いえる。これまではプロ契約や金銭面でのインセンティブを大学生に与える

ことが可能だったが、現状ではかつての経済的体力はないといえる。従って、

他の企業チームと選手獲得で競合した際には不利となることは否めない。こ

の他にも専任スタッフの不在、チームで活動拠点になる体育館施設を保有し

ていないことなどがあげられる。しかし、これらは二次的な原因であり、そ

もそもは資金不足に依拠するといえる。このような現状打破の施策として東

京ヴェルディバレーボールチームでは、これまでウィークポイントとなって

いた収益事業を強化する方針を打ち出し、実際にその取り組みも目に見える

ものとして成果を上げ始めている。これまで主にバレーボール教室の実施の

みがチームにおける収入源であったが、会員制サポーターズクラブの設立や

ホームゲーム興行権利の獲得による大会運営収益を得ることなどチーム運営

資金の獲得に努めている。

2）阪神デルフィーノ（男子：兵庫県）

〈設立背景〉

阪神デルフィーノの背景には企業スポーツの撤退があり、チームの系譜と

してNTT西日本系列のチームが存在する。当時NTT西日本系列でNTT

西日本レグルスというチームがトップリーグに参戦していた。このチームが

2002年には母体企業の業績不振を受け活動停止を表明した。所属選手の一部

はNTT西日本大阪へ籍を移すなどしてバレーボール活動を継続することが

かろうじて可能だったが、実際はバレーボール活動の場を失った選手が大半

であったのも事実である。しかし、その当時のメンバーが中心となり2006年

に HVCデルフィーノを設立し、その翌年にはNPO法人格を取得してチー

ム名も阪神デルフィーノと名称変更した。その理念は、各スポーツ界におい
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て企業型チームの廃部が相次ぎ、スポーツの場が縮小されている現状を打開

すべく、企業型ではなくヨーロッパにみられるような地域密着型クラブ組織

を目指し、地域貢献を通してスポーツ文化の地位向上を目指すというもので

ある。我が国のトップスポーツを牽引してきた企業スポーツの相次ぐ撤退と

いう背景を受けて、選手やそのバレーボール関係者有志によりチームが設立

されたことがわかる。

〈現状と課題〉

阪神デルフィーノは地域密着型のチームを目指す中で、地域の方々へのバ

レーボールの指導普及やスポーツの楽しさ、素晴らしさも知ってもらいたい

との理念から有志による任意団体に留まらず法人格の取得、それによる信頼

性高いクラブとしての確立を目指すとしてNPO法人格を設立している。そ

の経緯から地域、特に阪神地区の地域イベントへの参加を積極的に行ってい

る。競技活動では、2006/07シーズンのV・チャレンジリーグ参戦以降の3シー

ズンでは下位に停滞することが多かったが、2009/10シーズンではチーム最

高位の8位という成績でシーズンを終えた。選手は主に多方面からの紹介や

公募トライアウトで募集している。チームと選手契約を結んでいるものの、

雇用に関する契約は結んでいない。また、活動拠点も市内の体育施設や学校

施設といった既存の資源を借り受けて活動を継続している。現状の課題とし

ては資金不足、チーム認知度の向上、協賛企業の募集、地域とのより深い連

携などがあげられる。今後、スポンサー獲得や事業収入などで収益面を強化

し、運営を安定させる基盤の構築が急務であろう。また、ホームタウンであ

る西宮市とのさらなる連携により地域に必要とされる、地域に望まれる関係

構築も重要な課題といえる。
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3 ）四国 Eighty8Queen（女子：香川県）

〈設立背景〉 

四国 Eighty8Queen は、元全日本女子バレーボール代表監督である米田一

典氏を中心として創設された。創設の発端は企業チームの廃部である。平成

12年11月、我が国女子バレーボール界を牽引してきた日立ベルフィーユの廃

部が発表された。日立ベルフィーユは、日本リーグ（現在のＶ・プレミアリー

グ）優勝通算19回、黒鷲旗全日本選手権大会優勝通算17回を誇るまさに日本

女子バレーボール界を代表するチームであり、中田久美、江上由美、大林素

子などといった名プレイヤーを数多く輩出してきたチームでもある。日本バ

レーボール界のトップに位置するチームの廃部は、企業チームに聖域がない

ということを如実に表した出来事でもあった。その当時の日立ベルフィーユ

監督が現四国Eighty8Queen 監督の米田氏である。本調査の中で米田氏は「企

業チームが衰退しつつあったが、日立のようなチームではそのような事態に

はならないのではないかと考えていた」と述べてくれた。米田氏は今後の企

業スポーツの限界を目の当たりにし、地域密着型のチームの必要性を感じる

こととなったという。この実体験が現在の四国Eighty8Queen の始まりとな

る。米田氏はそれまでに築きあげてきたネットワークを最大限に活かし、四

国は香川県で地域密着型チーム構想を立ち上げた。まず初めに、バレーボー

ル指導普及を主とした「J-HOTバレーボール連盟」を設立し、連盟の会員

や児童・生徒などへの技術指導を行いながら新チーム発足準備に着々と取り

組んでいた。香川県内をバレーボール指導普及活動で巡回しつつ、チーム活

動の核となる運営資金の確保のため協賛企業を募ることにも精力的に取り組

んだ。約 1年間の準備期間を経て、2004年四国 Eighty8Queen が設立される

こととなった。さらに翌年にはVリーグの下部リーグにあたり、かつては

そこでの戦績がＶリーグへの参入条件となる地域リーグへと昇格し、2年後

の2007年にはＶ・チャレンジリーグへと昇格を果たした。
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〈現状と課題〉

四国Eighty8Queen は、V・チャレンジリーグ2008/09シーズンでは 5位

という成績を収めたが、09/10シーズンでは10位と低迷した。選手はチーム

と選手契約を結んでいるが雇用契約は結んでいない。しかし、各選手が多数

のチーム協賛企業のうちのいずれかと雇用契約を結んでいることにより、バ

レーボール活動とともに職業と収入の確保は図られている。地域密着型を目

指してスタートしていることから、クラブチームの中でも地域活動は積極的

であるといえる。協賛企業と連携した地域清掃活動や地域へのイベント参加、

さらには大会運営なども行い、チーム単体での収益事業においても成果をあ

げている。今後のチーム課題は、安定した資金確保と競技力の確保である。

現在、運営資金は主にスポンサー収入とイベント活動から獲得しているが、

そのスポンサー収入がやや停滞しているという。それは香川県のチームとし

て活動していく中で、チーム活動への理解を得ることやスポンサー企業の獲

得におけるマーケットも県内へと限定されてしまうことを懸念している。そ

れでも現在 4～5000万円程度の運営資金を確保しているが、V・プレミアリー

グへ参入し、安定して活動を継続するためには 2～ 3億円が必要であること

を指摘している。既に県内企業で頭打ちになりつつある資金面をどうクリア

していくかが大きな課題である。また、選手確保の面についても現在の契約

選手は前述の通り、協賛企業へと雇用されていることから最低限選手は日中

の務めにより安定した収入を得ることができている。しかし、協賛企業の撤

退等によっては保有できる選手の人数が限られてくる。通常14人登録のチー

ムに現在は 9人（2011年度）の選手登録となっており、決して十分な戦力体

制が整っているとは言い難い。さらに、クラブ型チームの宿命ともいえるが、

企業チームと比較した場合、やはりその待遇には大きな差がある。他の企業

チームと競合になればリクルーティングが困難になることは避けられない。
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4 ）近畿クラブスフィーダ（男子：大阪府）

〈設立背景〉

近畿クラブスフィーダは、企業チームであったTOYO TIRES の廃部を受

け、その受け皿として近畿クラブがチームを引き受けた形になり発足した。

近畿クラブは、近畿キッズ（小学生）、近畿バルド（家庭婦人）、近畿クラブ

スフィーダ（成年男子）の 3チームを包括するクラブとして活動を継続して

いる。近畿クラブの前身は近畿大学学生を中心とした指導普及活動にある。

クラブ代表者が東大阪地区にバレーボール環境が減少しつつある状況を鑑

み、また学生の自己研鑽の場として指導普及活動を行うようになった。主に

小学生や家庭婦人を指導の対象とし精力的に努めてきている。それまでの指

導普及活動がクラブ結成へと発展し、傘下に近畿キッズ、近畿バルドを保有

する形となった。その後、TOYO TIRES の廃部を受け近畿クラブがその引

き受け先となった。それまでの2チームに成年男子チーム（V・チャレンジリー

グ）を加え、現在の近畿クラブの規模まで拡大した。

〈現状と課題〉

近畿クラブスフィーダは、2006年の V・チャレンジリーグ参戦以降では下

位に甘んじることが多い。選手は元TOYO TIRES の選手を含め、大学生（近

畿大学ら関西地域の学生）も在籍している。これは戦力補強と大学生の競技

力向上の場との二つの目的がある。大学リーグは主に春と秋に開催されてい

ることにより冬期は公式戦がなく、また、Vリーグにおける選手登録の規制

緩和もあり、学生選手の参戦も可能であることからそのような選手構成で近

畿クラブスフィーダとしてV・チャレンジリーグに参戦している。元々指導

普及を地域に根差していくことが目的の組織であったことから、その活動は

現在でも行われている。これまでの大学生に加え、近畿クラブスフィーダの

選手らも指導に加わり指導普及体制にも厚みが加わった。現在のチーム課題

は、活動資金の面が顕著にある。専任スタッフがいない中での資金獲得は非
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常に困難を極める。現在はクラブ代表者を中心に協賛企業を募集しているが、

これもマンパワーのみでは限界がある。また、収益事業の方策としてホーム

ゲーム運営が本来あがってくるところであるが、現在までそれが赤字事業と

なっていることからイベント事業においては有識者を交えるなど何らかの手

立ても必要であるといえる。

5）つくばユナイテッド Sun GAIA（男子：茨城県）

〈設立背景〉

つくばユナイテッド Sun GAIAの誕生は、大学生の「東西インカレバレー

ボール」をつくば市に誘致したことに始まる。2003年つくば市と筑波大学は

それぞれの情報や研究成果を市勢発展に活かすため包括的な地学連携事業を

締結した。その地学連携事業の一環として「東西インカレバレーボール」を

共催。これをきっかけに「任意団体つくばユナイテッドVOLLEYBALL」

が発足した。これが後のつくばユナイテッド Sun GAIAの前身となる。その

後も2004年、2005年と「東西インカレバレーボール」はつくば市で開催され、

つくば市と筑波大学のスポーツイベントとして定着する。そして2005年、筑

波大学の体育系コーチング分野の教員を中心とした連合組織「つくばユナイ

テッド」が設立される。これは筑波大学の競技スポーツの発展とスポーツを

通した地域貢献を目的としていた。この連合組織は当初、蹴球部や男女バレー

ボール部などの筑波大学体育会部会が所属していたが、現在では一部の運動

部の活動は実質の休止状態であり、当初の目的を男女バレーボール部が引き

継ぐ形となっている。この時には小学生を対象にしたジュニアや中学生を対

象としたジュニアユースを発足している。このつくばユナイテッドの目的で

もある地域貢献は現在のつくばユナイテッSun GAIAにも引き継がれている。

そして、2005年開催の「東西インカレバレーボール」において、イベントの

一つとして筑波大学現役学生やOBチームによるドリームマッチが企画され

た。このドリームマッチ企画の背景には相次ぐ企業スポーツの撤退があるこ

とに触れておかなければならない。1990年代から加速した企業スポーツの撤
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退は2000年になってもなお続いた。富士フィルム（男子）やユニチカ（女子）

といった名門チームが知られるところである。この状況に危機感を感じつく

ばユナイテッドは、クラブチームによるVリーグ参画構想を計画した。こ

のチームは現役大学生とOBを中心に構成し、人材育成と地域貢献を目標と

した。当時の筑波大学は全日本インカレ6連覇を果たした大学トップチーム

であり、全日本代表にも数多くの選手を輩出するチームでもあった。現役大

学生とOBプロ選手がともにチームを構成することで学生の競技力向上、さ

らには指導力の向上が地域貢献へとつながるとして計画された。そして上記

に触れたドリームマッチチームが後のつくばユナイテッド Sun GAIAの前身

となるチームとなった。

〈現状と課題〉

つくばユナイテッド Sun GAIAは、他のチームと比較して経済的な基盤は

安定しているといえる。筑波大学というネームバリューを活かしたスポン

サー獲得、チーム独自のイベント収入や自助努力の成果もあって運営資金に

は一定のめどが立っている。一方、プレミアリーグ昇格を目指すチームとし

てはやはり競技力の不足は否めない。現在、選手はチームとVリーグ規定

第57条の①－〈３〉において、すなわち個人事業主としてチームと選手契約を

交わしている。いわゆるプロ契約である。しかしながら、その年棒について

は一般的に少額であり、生活基盤を支える収入であるとは必ずしもいいがた

い。また、選手獲得で競合する他のチームは多くが実業団、すなわち企業所

属の運動部であり潤沢な給与が確保されている。バレーボール競技だけに専

念できる環境とはいえこの点が現状の課題といえるだろう。

6）KUROBEアクアフェアリーズ（女子：富山県）

〈設立背景〉

KUROBEアクアフェアリーズは、2000年の富山国体に向け「国体で優勝

できるチーム」を合言葉に1998年に富山県黒部市を本拠地として結成された
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クラブチームである。1999年には地域リーグで優勝し、V1リーグへと昇格

している。その後の富山国体では準優勝という成績を収めた。活動方針は「お

らがまちのバレーボールチーム」として地域に根差した活動を行い、県内女

子クラブチームのトップランナーとしてバレーボールを通じて「夢・感動・

連帯感」を与え、地域の活力や活性化に貢献することを目指すというもので

ある。また、県内バレーボール競技の普及と競技力向上を目指し、選手の育

成・強化を行い国内トップリーグ入りを目指している。

〈現状と課題〉

チームは現在Ｖ・チャレンジリーグに所属し、過去のシーズンにおいては

リーグ優勝を果たすなど好成績を収めているものの、近年のシーズンでは中

位に甘んじており、2009/10シーズンでは 5位の成績でシーズンを終了して

いる。チームの活動方針でもある普及活動は、バレーボール教室に始まり地

域の各種学校などへの慰問活動、また県内の国際交流活動にも協力している

など年々充実してきていることを報告している。県内での認知度の向上、ま

たさまざまな取り組みを徐々に拡大しつつあるKUROBEアクアフェアリー

ズであるが、その課題は法人格にある。現在は任意団体として活動している

が、それがゆえに自主財源の獲得が難しいことが指摘できる。現在は活動資

金の多くを行政に頼っている形になっているが、チームとしてさらに自立す

るためには自主財源の拡充は必須である。そのためにも今後法人格を取得す

ることも重要な課題であろう。
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4．考察

現状の課題として、最も多くあげられたのが運営資金についてである。本

調査対象チームのうち、 1チームを除いて 5チームが優先事項として運営資

金面を課題としていた。残りの1チームについては、収入事業が他のチーム

と比較して幅広く展開されていた。他のチームがバレーボールの競技的側面

や指導的な要素を中心に事業を展開しているのに比べ、物品販売や講演会な

ど多岐にわたる事業が展開されている。また、スポンサーとの契約などから

も今後V・プレミアリーグを目指すにあたって資金面においては大方クリア

し、長期的にトップリーグで戦えるクラブ運営体力は準備できているほどマ

ネジメントも幅広く取り組んでいることがみられた。他5チームにおける資

金不足の原因として、収入事業が競技、指導といった側面でしか展開されて

いないことが指摘できる。各チームとも事情も様々で、実際選手らが競技を

行いながらクラブ運営を並行して行わざるを得ない面もある。その分、強化

に向けたトレーニングや勤務における業務に時間を必要とし、クラブのマネ

ジメントを優先することが非常に困難なこともやむを得ない。よって、現実

的に選手である側面をもちながらクラブ運営を並行して遂行していくことに

も限界がある。各チームともこの運営面の安定を図っていくことが重要であ

り、また実質的にクラブ運営の根幹となる資金繰りにも多大に影響すること

がいえる。各クラブの法人格についてであるが、Vリーグ機構入社条件には、

Vリーグ機構規定第 9条「チームの資格要件」①－⑶により、各クラブが法

人格をもつ団体であることとされている。これにより各団体は株式会社、社

団法人、財団法人、特定非営利活動法人、またはそれに準ずる団体でなけれ

ばならないが、本調査による対象 6チームのうち2チームがNPO法人、 2

チームが任意団体、1チームが株式会社、1チームが一般社団法人であった。

任意団体とした 2チームのうち 1チームについては、今後法人格取得を見据

えており社会的信頼の獲得を目指しているとのことであった。このように、
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いくつもの形態の法人が入り混じっている現状も各クラブの設立経緯や目指

すべき方向性が様々であることを示しており、それを同一リーグで取りまと

めていくことは非常に困難であることも指摘できる。クラブ理念については

各チームの理念をフィルタリングし、カテゴライズしたところ 4チームが育

成、振興、強化、指導普及をあげ、2チームが育成、振興、指導普及をあげ

ていた。強化を理念にあげていないチームの共通点としてはクラブの設立背

景が企業チームの廃部によるものとされていた。また、その背景については

3チームが企業廃部の影響、その他はVリーグチーム登録の規制緩和や研究

事業、地域密着や国体チームとして設立に至ったとなっていた。特に2001年

の Vリーグ登録の規制緩和が与えた影響は多大であり、それまでの企業チー

ム一色の構成から今日の多種にわたるクラブ参入のリーグ形態へと変容して

いったといえる。また、各チームの年間予算をみると、本調査により約300

万～5000万程度となっていることがわかり、同一リーグに属しているにして

もその金額の差は多大であった。資金獲得については、スポンサー収入やイ

ベントが中心となっており、つくばユナイテッドについては他のチームと比

較しても幅広く収益事業が展開されていた。特につくばユナイテッドでは物

販、学校販売などが大きな割合を占めていた。クラブ体制がしっかり構築さ

れ、マネジメント事業にも着手できる人的資源が整っているクラブはこのよ

うな事業展開も期待できるが、そうではないクラブはスポンサー収入に頼ら

ざるを得ない現状も指摘できる。このようなクラブは、かつての企業型チー

ムと同様に企業事情や経済状況に左右されてしまう傾向が強いため、スポン

サー契約が安定的に図れないのであればつくばユナイテッドの事例のように

幅広く収益事業を展開することを早急に検討する必要があるといえる。チー

ムの重要課題として運営資金の確保が難航しているクラブが大半であること

から、クラブを継続して運営していくためにもチーム強化と並行して潤沢な

資金確保にも取り組んでいかなければならない。この点を長期ビジョンで見

越して安定させないと、後のトップリーグ参入も困難となるといえる。最後

に地域活動についてであるが、実に多彩な取り組みが各チームによって行わ
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れている。地域イベントとして地域清掃や地元商店街やショッピングモール

などでのスポーツ活動への参加など幅広く取り組みがなされている。チーム

によってはチーム名を冠した大会運営や下部組織の育成、指導者派遣なども

行っている。また、バレーボールの競技普及を目指した教室展開では、つく

ばユナイテッドが年間76回、延べ2,229人を動員しており本調査対象 6チー

ムの中でも最多であった。ここからも地域に主眼を置いていることが強くう

かがえる。最も少ないチームでは 6回で動員数600人と、ここでも大きく差

がみてとれる。地域に必要とされる存在を目指すつくばユナイテッドは、や

はりこのような活動にも精力的であり、実際この取り組みがホームゲームな

どでの観客動員、物販における顧客確保に直結していくものであり、収益事

業の成功へと繋がるものであるといえる。

5．結論

本研究により、クラブ型チームが地域と連携し、様々な収益事業や地域活

動を展開することが健全なクラブ運営の一助となることが指摘できる。各ク

ラブ状況を比較すると、各チームとも収入事業の少なさが顕著にみられる。

しかし、収入事業を幅広く展開するには人的資源の確保と地域に根差した活

動が重要となる。その点から収益事業のみならず、両輪としての地域活動を

行うことが必須ではないかと考えられる。

今日までに我が国の経済状況も大きく変わり、それに伴いバレーボールに

おいても多くの企業チームが消滅してきた。これにより、リーグ改革も行わ

れ本調査で対象としたようなクラブもトップリーグに参戦できるようになっ

た。しかし、企業型チームとクラブ型チームの大きな差は、安定した運営資

金を供給してくれる母体企業を保有していないことである。特にバレーボー

ルにおいては、企業スポーツとして歴史を築いてきた文化が根強くあり、ク

ラブ型に対するノウハウや知識についても乏しいことが指摘できる。よって、

各クラブとも安定した活動を展開し、今後の我が国のバレーボールを牽引し
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ていく一員となるためにも、クラブへの有識者の導入や他種目や他国にみら

れる地域クラブ運営を大いに参考にするべきであるといえる。さらに上記に

あげたような一企業や経済状況に左右されない、また他国にはない我が国に

適したクラブ型チームの運営体制の構築が検討される必要があるといえる。

参考・引用文献
1） 西條剛央 ; ライブ講義・質的研究とは何か SCQRM ベーシック編 研究の着
想からデータ収集、分析、モデル構築まで , 新曜社 ,2008

2） 佐藤郁哉 ; 質的データ分析法 原理・方法・実践 , 新曜社 ,2008
3） V リーグハンドブック , 日本バレーボールリーグ機構 ,2010
4） 間野義之 ; 公共スポーツ施設のマネジメント , 体育施設出版 ,2007
5） 伊奈弘人 ; 東京ヴェルディバレーボールチームのビジネスプランの構築 , 早
稲田大学大学院スポーツ科学研究科 ,2007

6） V リーグ平成21年度事業報告書 , 日本バレーボールリーグ機構 ,2009
7） 馬場、丸山、仲野、永田、中房、栗木、柳、石丸 ; 大学を核とした総合型スポー
ツクラブの創成・育成・運営の可能性について , 仙台大学紀要 ,2008

8） 中川 , 後藤 , 真鍋 , 泉 ; 理想のスポーツクラブに関する研究 , 熊本大学教育学
部紀要 ,1994

9） 松田裕雄；バレーボールにおける地域密着化及びクラブ化に関する研究～現
状と今後の研究課題～, バレーボール研究 ,2002

10） 増山光洋；バレーボールのクラブ化～Jリーグクラブのバレーボール競技へ
の取り組み～, 育英短期大学紀要 ,2007




